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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策、金融緩和政策を背景に企業収益の改善、雇

用・所得環境の持ち直しがみられる等、緩やかな復調傾向にあるものの、一方で円安に伴う原材料の高騰、消費税

増税前の駆け込み需要の反動による個人消費の冷え込み等により、依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。

 建設業界におきましては、政府の公共投資が堅調に推移しており、また、民間設備投資による受注量はあるもの

の、依然として建設需要の拡大による技術者不足、建設資材の高騰等により厳しい経営環境が続いております。

 このような状況の中、当社におきましては、主力の上・下水道の施工におきまして、他社との差別化を図るべ

く、技術力の向上、安全面の強化、安定化を推し進め、また、東北支店を拠点に受注活動を展開してまいりまし

た。不動産部門におきましては、引き続きＯＬＹ機材等の新規顧客獲得に向けた営業活動、リピーター等の獲得に

注力してまいりました。

 その結果、当第２四半期累計期間の業績につきましては売上高9億49百万円（前年同期比2.3％増）となりまし

た。

 収益面につきましては、原価低減、経費削減に努めましたが、営業損失64百万円（前年同期は47百万円の営業損

失）となりました。

 経常損益面につきましては、不動産賃貸収入等により良化したものの、経常損失48百万円（前年同期は67百万円

の経常損失）となりました。

四半期純損益につきましては、51百万円の四半期純損失（前年同期は70百万円の四半期純損失）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

（建設事業）

 建設事業におきましては、公共投資が堅調に推移したことにより、受注高9億59百万円（前年同期比288.4％

増）、売上高7億92百万円（前年同期比7.7％増）、完成工事総利益26百万円（前年同期比41.4％増）となりまし

た。

（不動産事業等）

 不動産事業等におきましては、ＯＬＹ機材の拡販等があったものの、当期の不動産販売計画が下半期に予定され

ていること等の理由により、売上高1億53百万円(前年同期比18.2％減）、不動産事業等総利益16百万円(前年同期

比67.8％減）となりました。

（その他）

 その他事業におきましては、売上高3百万円（前年同期比27.7％減）、その他の売上総利益2百万円(前年同期は0

百万円のその他の売上総損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債および純資産の状況

 当第２四半期会計期間末の資産の残高は、40億53百万円となり、前事業年度末に比べ2億48百万円増加いたしま

した。その主な要因は、不動産事業等支出金の増加4億82百万円、現金預金の減少2億33百万円によるものでありま

す。

 当第２四半期会計期間末の負債の残高は13億79百万円となり、前事業年度末に比べ80百万円増加いたしました。

その主な要因は、工事未払金の増加1億41百万円、工事損失引当金の増加34百万円、長期借入金の増加43百万円、

未成工事受入金の減少1億29百万円、未払消費税等の減少11百万円によるものであります。

 当第２四半期会計期間末の純資産の残高は26億74百万円となり、前事業年度末に比べ1億67百万円増加いたしま

した。その主な要因は、資本金の増加1億7百万円、資本剰余金の増加1億7百万円、新株予約権の増加3百万円及び

四半期純損失51百万円によるものであります。
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キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期会計期間末における「現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の四半期末残高」は、前事業

年度末に比べ2億33百万円減少（前年同四半期は43百万円増加）し13億91百万円（前年同四半期末残高は7億31百万

円）となりました。各キャッシュ・フローの状況等につきましては、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果減少した資金は5億2百万円（前年同期は2億43百万円の資金減少）となりました。これは主

に、たな卸資産の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果獲得した資金は、1百万円(前年同期は1億76百万円の使用）となりました。これは主に、貸

付金の回収の増加によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果獲得した資金は、2億68百万円（前年同期は4億63百万円の獲得）となりました。これは主

に、株式の発行による収入2億13百万円、借入金の純増加額54百万円によるものであります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第２四半期会計期間までの業績は、概ね平成26年９月12日に公表いたしました通期の業績予想に沿った内容と

なっており変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年７月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成27年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 1,624,650 1,391,059 

受取手形・完成工事未収入金等 602,712 534,591 

未成工事支出金 105,782 173,225 

不動産事業等支出金 156,214 638,792 

販売用不動産 151,868 151,868 

短期貸付金 100,000 100,000 

前払費用 17,071 8,768 

その他 229,538 247,387 

貸倒引当金 △22,219 △21,768 

流動資産合計 2,965,619 3,223,924 

固定資産    

有形固定資産    

建物 863,179 863,179 

減価償却累計額 △689,084 △696,478 

建物（純額） 174,095 166,701 

構築物 103,918 103,918 

減価償却累計額 △103,918 △103,918 

構築物（純額） 0 0 

機械及び装置 52,510 52,510 

減価償却累計額 △52,510 △52,510 

機械及び装置（純額） 0 0 

車両運搬具 2,613 6,571 

減価償却累計額 △2,518 △2,771 

車両運搬具（純額） 95 3,799 

工具器具・備品 74,221 74,221 

減価償却累計額 △68,506 △69,184 

工具器具・備品（純額） 5,715 5,036 

土地 402,253 402,253 

有形固定資産合計 582,160 577,791 

無形固定資産 6,507 5,947 

投資その他の資産    

長期貸付金 184,701 175,967 

破産更生債権等 2,252 2,132 

固定化営業債権 228,833 232,433 

その他 231,463 229,613 

貸倒引当金 △396,031 △394,296 

投資その他の資産合計 251,218 245,849 

固定資産合計 839,885 829,588 

資産合計 3,805,505 4,053,512 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年７月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成27年１月31日) 

負債の部    

流動負債    

工事未払金 185,523 327,479 

短期借入金 150,000 161,680 

未払金 2,151 804 

未払費用 67,454 73,780 

未払法人税等 10,291 6,134 

未払消費税等 11,171 - 

未成工事受入金 382,974 253,829 

預り金 166,852 155,094 

工事損失引当金 48,978 83,921 

完成工事補償引当金 26,192 31,693 

賞与引当金 10,451 10,291 

その他 6,248 924 

流動負債合計 1,068,289 1,105,634 

固定負債    

長期借入金 212,000 255,100 

退職給付引当金 1,600 2,000 

訴訟損失引当金 4,400 4,400 

その他 11,918 11,918 

固定負債合計 229,918 273,418 

負債合計 1,298,208 1,379,053 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,325,240 2,432,679 

資本剰余金 620,220 727,659 

利益剰余金 △394,629 △445,796 

自己株式 △56,488 △56,491 

株主資本合計 2,494,343 2,658,052 

新株予約権 12,954 16,406 

純資産合計 2,507,297 2,674,459 

負債純資産合計 3,805,505 4,053,512 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年８月１日 

 至 平成26年１月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年１月31日) 

売上高    

完成工事高 736,066 792,891 

不動産事業等売上高 187,905 153,777 

その他の売上高 4,304 3,110 

売上高合計 928,275 949,780 

売上原価    

完成工事原価 717,297 766,347 

不動産事業等売上原価 137,341 137,506 

その他の売上原価 4,867 999 

売上原価合計 859,507 904,853 

売上総利益    

完成工事総利益 18,768 26,544 

不動産事業等総利益 50,563 16,271 

その他の売上総利益又はその他の売上総損失

（△） 
△563 2,111 

売上総利益合計 68,767 44,926 

販売費及び一般管理費 116,693 109,258 

営業損失（△） △47,926 △64,331 

営業外収益    

不動産賃貸料 18,782 17,279 

貸倒引当金戻入額 － 2,561 

その他 8,596 16,143 

営業外収益合計 27,379 35,983 

営業外費用    

支払利息 7,018 5,556 

支払手数料 2,421 － 

不動産賃貸原価 8,618 10,997 

貸倒引当金繰入額 21,246 － 

訴訟損失引当金繰入額 4,000 － 

雑支出 4,017 3,910 

営業外費用合計 47,322 20,464 

経常損失（△） △67,869 △48,812 

税引前四半期純損失（△） △67,869 △48,812 

法人税、住民税及び事業税 2,149 2,354 

法人税等合計 2,149 2,354 

四半期純損失（△） △70,018 △51,166 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年８月１日 

 至 平成26年１月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年８月１日 
 至 平成27年１月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純損失（△） △67,869 △48,812 

減価償却費 12,906 8,886 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 21,339 △2,186 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 36,515 34,943 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 2,735 5,501 

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 400 

賞与引当金の増減額（△は減少） △259 △159 

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） 4,000 － 

受取利息及び受取配当金 △687 △6,167 

支払利息 7,018 5,556 

固定資産売却損益（△は益） △1,770 － 

売上債権の増減額（△は増加） △89,384 68,121 

営業保証金の増減額（△は増加） △74,737 － 

たな卸資産の増減額（△は増加） △111,927 △550,020 

仕入債務の増減額（△は減少） △112,250 144,654 

その他 140,316 △153,466 

小計 △234,056 △492,748 

利息及び配当金の受取額 687 843 

利息の支払額 △5,549 △5,115 

法人税等の支払額 △4,289 △5,844 

営業活動によるキャッシュ・フロー △243,207 △502,864 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

貸付けによる支出 △98,922 △100,000 

貸付金の回収による収入 95,000 105,052 

有形固定資産の取得による支出 △176,777 △3,958 

有形固定資産の売却による収入 5,293 － 

その他 △1,136 129 

投資活動によるキャッシュ・フロー △176,543 1,223 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 50,000 100,000 

短期借入金の返済による支出 △50,000 △50,000 

長期借入れによる収入 － 90,000 

長期借入金の返済による支出 △15,000 △85,220 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 478,578 213,500 

自己株式の取得による支出 △2 △2 

財務活動によるキャッシュ・フロー 463,576 268,277 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △226 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 43,825 △233,590 

現金及び現金同等物の期首残高 687,927 1,624,650 

現金及び現金同等物の四半期末残高 731,751 1,391,059 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社は、建築工事・土木工事の請負、施工、不動産の売買を中心として事業活動を展開しております。従っ

て当社は「建設事業」、「不動産事業等」を報告セグメントとしております。

各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

建設事業  ：建築・土木工事の施工・監理及び請負業務を行っております。

不動産事業等：土地・建物の購入販売及び太陽光発電設備の販売並びにＯＬＹリース業を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一でありま

す。また、報告セグメントの利益は営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第２四半期累計期間（自 平成25年８月１日 至 平成26年１月31日）

（単位：千円） 

報告セグメント 

その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期損益 

計算書 

計上額 

(注)2 
建設事業 不動産事業等 計 

売上高 

(1)外部顧客への売上高 736,066 187,905 923,971 4,304 928,275 － 928,275 

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 64,670 64,670 － 64,670 △64,670 － 

計 736,066 252,575 988,641 4,304 992,945 △64,670 928,275 

セグメント利益又は損失

(△) 
△67,769 29,270 △38,499 △9,426 △47,926 － △47,926 

(注)1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クローゼットレンタル等

の売上であります。

2．セグメント利益又はセグメント損失(△)は四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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当第２四半期累計期間（自 平成26年８月１日 至 平成27年１月31日）

（単位：千円） 

報告セグメント 

その他 

(注)1 
合計 調整額 

四半期損益 

計算書 

計上額 

(注)2 
建設事業 不動産事業等 計 

売上高 

(1)外部顧客への売上高 792,891 153,777 946,669 3,110 949,780 － 949,780

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高 
－ 32,979 32,979 － 32,979 △32,979 －

計 792,891 186,757 979,648 3,110 982,759 △32,979 949,780

セグメント利益又は損失

(△) 
△60,237 △2,919 △63,156 △1,175 △64,331 － △64,331

(注)1.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、クローゼットレンタル等

の売上であります。

2．セグメント利益又はセグメント損失(△)は四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成26年３月５日付で、マイルストーン・キャピタル・マネジメント株式会社に新株予約権の第三者割当

をいたしました。この新株予約権の行使の結果、当第２四半期累計期間において資本金が107,439千円、資本剰余金

が107,439千円増加し、資本金2,432,679千円、資本剰余金727,659千円となっております。

(重要な後発事象）

当社は、以下の通り資金の借入を行っております。 

１．資金使途  運転資金 

２．借入先  株式会社東日本銀行 

３．借入金額  200,000千円 

４．借入の実施時期、返済期限 

 （１）借入の実行時期 平成27年２月27日 

 （２）借入の返済期限 平成32年２月25日 

５．担保提供資産    本社土地及び建物
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